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バンコクチュラロンコン大学
Global Fieldwork Project短　期

プログラムの特徴

1917年設立。首都バンコクに位置してお
り、最も古い歴史を有する国立大学。大
学名はタイの近現代教育の立役者であ
るラーマ王５世の名に由来。長年、タイ国
内第１位の評価を受けています。

首都バンコクはマレー半島の付け根、東
南アジアのほぼ中心にあり、タイの政治・
経済・教育・文化の中心であるだけでな
く、「東南アジアのハブ」と称される先進
的な国際都市。大都会でありながら、古
今の歴史と文化が調和しています。

都市

大学

都　市　紹　介

ス ケ ジ ュ ー ル

帰国 深夜　バンコク発　午前　関西空港着

出発 【航空会社】日本航空
深夜　関西空港発　翌日早朝　バンコク着

・オリエンテーション
・講義
・バディと顔合わせ、調査活動の相談
・フィールドトリップ（予定）
　（Company visit-Yakult, Ayuthaya）
・フィールドワーク（３日間程度）
・プレゼンテーション（グループ発表）
・Farewellパーティー
・Free day 1日（自由行動）

研修

人 数

【引率教員】 石川 涼子（国際教育推進機構） ※担当教員が同行して学習サポートを行います。
【事前・事後講義】 
出発前と帰国後に参加者全員対象の講義があります。
成績評価に関わりますので、どちらも出席必須です。
・事前講義： ６月２８日（日）午前 OICにて実施
・事後講義： ９月２４日（木） 午前 OICにて実施
※時間・教室等の詳細は決定後、参加者にお知らせします。

カスタム型（本学単独のプログラム）

ホテル（2 ～ 3 名／ 1 室基準）

朝食

2 単位（秋学期単位授与・受講登録上限外）

語学要件：なし ※学部・回生など応募資格を確認してください。 

日本国籍：不要／パスポート有効期限：入国時＋６カ月以上

別途、食費（朝食を除く）、フィールドワークにかかる費用（交通費等）が必要です。

10 ～ 30 名 ※応募者多数の場合は抽選

Global Fieldwork Project は、「体験・体感型海外留学プログラム」です。参加者でグルー
プを編成し、グループごとに設定したテーマに沿って調査活動を行います。プログラム最終
日のプレゼンテーション、および帰国後の事後講義でグループの成果発表を行います。
同年代のバディと交流を深めながら、参加者と協力して調査活動を進めることは、個人の旅
行では味わうことのできない体験です。現地の講義ではタイの社会や文化について理解を
深め、フィールドトリップでは、世界遺産のアユタヤや、ヤクルト工場を訪問する予定です。
過年度フィールドワークテーマ
・Fashion Trends
・The aweranessof LGBTQ
・Thailand Food Stall Culture
・Social networking relations
   of a busy local restaurant 
   and a busy tourist restaurant

引率、バディ制度がありサポート充実！

短期間で現地交流型の留学ができる！

世界遺産アユタヤへフィールドトリップ！

おすすめPOINT

A-2

形 態

滞 在

食 事

単 位

要 件

査 証

その他

報告書／参考資料

22～30 万円
※その他必要な費用や支援の詳細は26ページにて確認してください。

本学支援金
約6万9千円適用後

参加費用
（目安）

留学期間（日本発着） 202６年8月29日（土）～9月6日（日） 9日間 【出発】関西空港
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